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広
報
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

【
特
集
】
広
報
お
ば
ま
の
作
り
方

「夢、無限大」
感動おばま
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■問い合わせ　市民協働課☎ 64・6009

昭 和 26 年
4 月 20 日
発行の市政
広報第 1 号▶

いつも広報おばまを愛読いただきありがとうございます。
市では、毎年実施している広報アンケートの結果を基に、紙面リ
ニューアルを行っています。今号からリニューアルしたポイント
と、広報おばまの製作行程などをお知らせします。

今
月
号
か
ら
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン

を
、
そ
の
号
の
特
集
内
容
と
連
動

し
た
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
小

学
生
に
よ
る
「
お
ば
ま
」
の
題
字

は
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

写
真
は
、
市
の
広
報
担
当
者
２
人

が
撮
影
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
広
報
の
取
材
や
紙
面

編
集
、
デ
ザ
イ
ン
、
画
像
加
工
、

校
正
な
ど
印
刷
以
外
の
す
べ
て
の

行
程
を
職
員
が
す
る
こ
と
で
、
経

費
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
の
各
部
署
か

ら
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
広
報

担
当
者
が
市
内
を
ま
わ
り
、
情
報

を
収
集
、
取
材
を
し
て
い
ま
す
。

取
材
し
た
情
報
は
、
広
報
紙
で
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
Ｏ
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
連
動
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局

へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
通
し
て
、

小
浜
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

風
景
や
ニ
ュ
ー
ス
写
真
を
掲
載
し

て
い
た
裏
表
紙
を
、「
輝
く
子
ど

も
た
ち
」
と
い
う
写
真
コ
ー
ナ
ー

に
一
新
し
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る

様
子
を
毎
月
お
届
け
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
の
「
く
ら
し

の
情
報
」と「
子
育
て
・
相
談
情
報
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
、
よ
り
読
み
や
す

く
な
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

人
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
現
在

連
載
中
の
中
学
校
の
部
活
紹
介
に

加
え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の

多
か
っ
た
高
校
の
部
活
紹
介
の
連

載
を
、
今
後
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

情
報
入
手
の
手
段

１
位
は
広
報
お
ば
ま

２
位
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ
、３
位
新
聞

※
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

広
報
の
印
刷
経
費
は

１
ペ
ー
ジ
あ
た
り

約
１
円

毎
月
の
発
行
部
数
は

１
万
２
０
０
０
部

各
区
を
通
じ
て
家
庭

に
配
布
し
て
い
ま
す

第
１
号
の
発
行
は

昭
和
26
年

市
制
施
行
の
年
か
ら
65
年
間

発
行
を
続
け
て
い
ま
す

皆さんの声に応えてリニューアル

広報おばまの作り方

広
報
お
ば
ま
の

ど
ん
な
と
こ
ろ
が

変
わ
っ
た
の
？

私
た
ち
が

広
報
お
ば
ま
を

作
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
情
報

を
集
め
て
、
発
信

し
て
い
る
の
？

広
報
お
ば
ま
の

写
真
は
、
誰
が

撮
っ
て
い
る
の
？

１

２３

　

本
年
度
は
、
６
月
30
日
か
ら

７
月
22
日
ま
で
の
期
間
、
無
作

為
に
選
ん
だ
20
歳
以
上
の
市
民

１
０
０
０
人
を
対
象
に
、
市
の

広
報
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

回
答
数
は
４
４
６
人
（
女

性
２
４
９
人
、
男
性
１
９
４

人
、
無
回
答
３
人
）
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
地
域
の

情
報
の
充
実
や
、
地
元
の
人
が

活
躍
し
て
い
る
姿
、
子
ど
も
た

ち
が
活
動
す
る
様
子
な
ど
の
掲

載
を
求
め
る
意
見
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
小
浜
に
根
差
し
た

「
地
域
密
着
型
」
の
広
報
紙
を

目
指
す
と
と
も
に
、
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
紙
面
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

※
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
結
果

　

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
公
開
し
て
い
ま
す

　

広
報
お
ば
ま
へ
の
ご
意
見

は
、
市
民
協
働
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
（kouhou@

city.

obam
a.lg.jp

）
ま
で
メ
ー
ル

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
７
月
か

ら
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
同

年
９
月
か
ら
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
ス
タ
ー
ト
。
広
報
で
は
掲
載

し
き
れ
な
か
っ
た
地
域
の
出
来

事
や
、
各
種
お
知
ら
せ
な
ど
を

日
々
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
延
べ
55
万
人
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
延
べ
28
万
人
に
情
報
が

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
お
ば
ま
で
は
、

毎
年
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
も

　
　
　
　
　

情
報
を
発
信
中
！

特  集

市公式フェイスブックは上
記 QR コードから。公式ツ
イッターは「小浜市」で検索

市民協働課広報担当  橋本・松原
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市
の
平
成
27
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
に
は
ど

ん
な
収
入
が
あ
り
、
何
に
い
く
ら
お
金
を
使
っ
た
の
か
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【 

決
算
の
規
模 

】

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
額
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
、
過

去
最
大
規
模
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
伴
う
保
証
債
務
の
履
行
や
ま
ち
の
駅
の
整
備
、
小
浜
美
郷
小

学
校
の
建
設
事
業
な
ど
で
前
年
度
か
ら
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【 

一
般
会
計
の
歳
入 

】

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
法
人
税
割
の
税
制
改
正
や
固
定
資
産
税

の
評
価
替
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
１
・
６
％
の
減
少
。
県

支
出
金
が
、
林
道
災
害
復
旧
事
業
が
完
了
に
近
づ
い
た
こ
と
、

や
ま
な
み
保
育
園
建
設
完
了
な
ど
に
よ
り
７
・
０
％
減
少
等
の
要

因
は
あ
り
ま
し
た
が
、消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
加
や
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
増
加
、
市
債
発
行
額
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
は
７
億
９
７
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

【 

歳
出 

】

　

歳
出
で
は
、
災
害
復
旧
費
が
平
成
25
年
度
の
台
風
18
号
の
被

害
に
伴
う
復
旧
事
業
が
お
お
む
ね
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

86
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
地
開
発
公
社
解
散
に

伴
う
保
証
債
務
の
履
行
な
ど
に
よ
り
総
務
費
が
46
・
４
％
増
加
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
衛
生
費
が

10
・
２
％
増
加
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
事
業
な
ど
に
よ

り
商
工
費
が
８
・
４
％
増
加
し
、
総
額
で
は
６
億
４
４
４
５
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
　
平
成
27
年
度  

決
算
報
告
　 

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎
64
・
６
０
１
０

【一般会計  歳入歳出決算構成グラフ】

【 

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業 

】

■
土
地
開
発
公
社
清
算
事
業　

８
億
円

　

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う
債
務
保
証
の
履
行
と
し
て

　

公
社
の
借
入
金
に
つ
い
て
代
位
弁
済
。

■
お
試
し
住
宅
体
験
事
業　

２
２
２
万
円

　

移
住
者
向
け
に
一
定
期
間
小
浜
で
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き

　

る
よ
う
住
宅
を
整
備
。

■
公
立
小
浜
病
院
組
合
負
担
金　

６
億
３
４
８
８
万
円

　

公
立
小
浜
病
院
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
負
担
金
を
支
出
。

■
ま
ち
な
か
丸
ご
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
事
業　

２
３
４
８
万
円

■
防
災
体
制
整
備
事
業　

８
８
８
万
円

　

指
定
避
難
所
へ
の
非
常
用
発
電
機
を
整
備
。
堅
海
県
栽
培

　

漁
業
セ
ン
タ
ー
へ
屋
内
退
避
時
に
必
要
な
資
機
材
や
食
料

　

な
ど
の
物
資
を
備
蓄
。

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

７
３
１
３
万
円

　

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
医
療
費
を
助
成
。

■
不
妊
治
療
費
助
成
事
業　

３
６
３
万
円

　

不
妊
治
療
に
要
し
た
個
人
負
担
を
助
成
。

■
予
防
接
種
事
業　

５
８
２
５
万
円

■
さ
わ
や
か
窓
口
サ
ー
ビ
ス
民
間
委
託
経
費　

９
０
１
万
円

　

住
民
票
の
交
付
な
ど
窓
口
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
。

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
事
業　

２
億
６
３
９
万
円

■
自
然
光
利
用
型
の
連
棟
ハ
ウ
ス
整
備
事
業　

１
億
１
１
１
２
万
円

　

青
ネ
ギ
栽
培
の
た
め
の
大
規
模
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
を
支
援
。

■
農
地
集
積
・
集
約
化
対
策
事
業　

９
２
８
１
万
円

　

農
業
の
生
産
性
、
競
争
力
の
強
化
な
ど
の
た
め
、
農
地
の

　

集
積
・
集
約
化
を
推
進
。

■
２
０
１
５
年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
出
展
事
業　

２
６
５
３
万
円

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業
補
助
金　

６
３
１
８
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

　

ど
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
。

■
企
業
振
興
助
成
金　

１
億
３
０
０
０
万
円

　

企
業
立
地
の
促
進
の
た
め
企
業
振
興
助
成
金
を
交
付
。

　

日
本
電
産
テ
ク
ノ
モ
ー
タ
株
式
会
社　

１
億
円

　

株
式
会
社
木
田
屋
商
店　

３
０
０
０
万
円

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
促
進
事
業　

７
６
５
万
円

　

外
国
語
版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
や
観
光
案
内
看
板

　

の
設
置
。
観
光
協
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
多
言
語
化
な
ど
を

　

実
施
。

■「
海
の
駅
」
観
光
活
性
化
推
進
事
業　

５
０
０
０
万
円

　

若
狭
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
フ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

　

ン
（
大
規
模
改
修
工
事
）
を
支
援
。

■
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業　

２
億
９
９
４
７
万
円

■
下
水
道
事
業
繰
出
金　

８
億
２
９
９
３
万
円

　

公
共
下
水
、
農
業
集
落
排
水
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

　

運
営
の
た
め
の
繰
出
し
。

■
小
浜
美
郷
小
学
校
建
設
事
業　

４
億
９
８
４
万
円

■
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
準
備
事
業　

５
４
４
３
万
円

　

福
井
国
体
に
向
け
、
総
合
運
動
場
や
市
営
野
球
場
な
ど
の

　

改
修
工
事
を
実
施
。

歳入 173 億 7,153 万円歳出 168 億 1,092 万円

地方交付税
50 億 9,154 万円

（29.3%）

市税
36 億 1,887 万円

（20.8%）

市債
23 億 2,552 万円

（13.4%）
国庫支出金

19 億 4,425 万円
（11.2%）

県支出金
16 億 185 万円（9.2%）

地方譲与税等
8 億 5,964 万円（5.0%）

依存財源
（68.1%）

自主財源
（31.9%）

手数料等
5 億 4,199 万円

（3.1%）

諸収入・繰入金等
13 億 8,787 万円

（8.0%）

総務費
29 億 4,166 万円

（17.5%）

民生費
43 億 4,307 万円

（25.8%）

衛生費
18 億 9,142 万円

（11.3%）

土木費
17 億 4,924 万円

（10.4%）

教育費
16 億 1,504 万円

（9.6%）

公債費
16 億 1,581 万円

（9.6%）

労働費
1億7,317万円（1.0%）

農林水産業費
9億2,180万円（5.5%）

商工費
7 億 7,767 万円

（4.6%）

消防費
5 億 1,765 万円

（3.1%）

災害復旧費
6,908 万円（0.4%）

議会費
1 億 9,531 万円

（1.2%）

ピックアップ

クリーンセンター
施設改修事業

施設の延命化および省エ
ネ化、ＣＯ２削減などを行
う設備の改良工事を実施。

ピックアップ

予防接種事業

感染のおそれがある疾病
の発生などを予防するた
めの予防接種を実施。

ピックアップ

都市再生整備計画事業
（小浜地区中・西部地域）

小浜地区中・西部地域の
整備に向けてまちの駅・
旭座を建設。

ピックアップ

小浜美郷小学校
建設事業

小浜美郷小学校の建設に向
けた用地購入や敷地造成な
どを実施。

ピックアップ

まちなか丸ごと
テーマパーク化事業

３駅を周遊するレトロ調
バスの整備やまち歩きア
プリを開発。

ピックアップ

2015 年ミラノ
国際博覧会出展事業

ミラノ国際博覧会に出展
し、小浜の食文化や若狭
塗箸のアピールを実施。

差し引いた
約5.6億円
が黒字です
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会計名 歳入額（A） うち一般会計繰入金 歳出額（B） 差し引き（A−B）
国民健康保険事業 36 億 4,246 万円 2 億 2,697 万円 36 億 1,744 万円 2,502 万円
後期高齢者医療 3 億 3,734 万円 1 億 474 万円 3 億 3,696 万円 38 万円
介護保険事業 32 億 679 万円 4 億 5,283 万円 31 億 5,704 万円 4,975 万円
簡易水道事業 8,618 万円 1,570 万円 8,081 万円 537 万円
下水道事業 17 億 4,360 万円 6 億 2,154 万円 16 億 8,682 万円 5,678 万円
農業集落排水事業 4 億 6,082 万円 2 億 838 万円 4 億 5,433 万円 649 万円
漁業集落環境整備事業 5,064 万円 1,014 万円 5,006 万円 57 万円
加斗財産区運営事業 32 万円 0 万円 28 万円 4 万円

　特別会計

　市の財政状況は健全

おばま観光局

【主な取り組み】
・海の駅エリア各施設と連携を図り、秋の京都バ
　スツアーや海の活性化イベントを実施しました。
・まちの駅オープンを見据え、町家開発や小浜
　ぶらりなど、まちの駅をゲートとしたまちなか
　活性化のプログラム開発を進めました。
・３駅を核として、滞在型・目的地型の観光魅力
　づけを強化。市委託事業で「観光おもてなし
　プラン充実事業」など４本の公益事業に取り
　組みました。各種体験プログラムやキャンペー
　ンなど、年間を通して事業を展開し、観光誘客
　およびお客様の満足度向上に努めました。
・まちづくり市民幹事会やミチフリマーケット
　実行委員会、KISUMO小浜など、市の活性化
　を担う市民有志と協働して、さまざまなにぎわ
　い創出事業に取り組みました。

　「株式会社まちづくり小浜（おばま観光局）」の、平成 27
年度 (第6期) の決算と取り組み概要をお知らせします。

【損益計算書】
営業費用    　   1 億 245 万円 営業収益       　1 億 311 万円   
営業外費用  　　  　18 万円 営業外収益　  　      32 万円
法人税等             　   29 万円
当期純利益             51 万円
　　計              1億343万円 　　計        　   1 億 343 万円

【貸借対照表】
流動資産              9,684 万円 流動負債             3,146 万円
固定資産     　　　 647 万円 固定負債     　　 3,914 万円

資本金　             2,500 万円
利益剰余金      　   771 万円

　　計    　　   1億331万円 　　計        　  1 億 331 万円

【経営状況】
　27 年度は、北陸新幹線金沢開業および京都縦貫道開
通の影響による入り込み数減少に伴い、道の駅の売り
上げも前年度に比べて減少し、営業利益は約 150 万円
のマイナスとなりました。また、新たに運営受託を開
始した「濱の四季」は、売り上げは前年度を上回ってい
るものの、営業収支は約800万円の赤字を計上しました。
　市営駐車場の指定管理事業では、前年度並みの売り上
げを確保し、約 25 万円の経常利益を計上しました。全体
では、約 51 万円の当期純利益を上げることができました。

■問い合わせ　おばま観光局☎ 56・3366

㈱ケーブルテレビ若狭小浜

【損益計算書】
営業費用    3 億 228 万円 営業収益    3 億 8,146 万円
営業外費用           368 万円 営業外収益　       396 万円
法人税等　     2,795 万円
当期純利益　   5,151 万円
　　計　    3 億 8,542 万円 　　計　    3 億 8,542 万円

【貸借対照表】
流動資産     4億9,173万円 流動負債　　  3,439 万円
固定資産        3 億 566 万円 固定負債    2 億 8,784 万円
その他資産　　    24 万円 資本金　　　   4,000 万円
繰延資産　　　    88 万円 利益剰余金  2 億 8,628 万円

積立金  　  1 億 5,000 万円
　　計　     7億9,851万円 　　計　    7 億 9,851 万円

㈱小浜市総合卸売市場

【損益計算書】
営業費用　     1,421 万円 営業収益    　　1,521 万円
営業外費用             26 万円 営業外収益　　　  72 万円
法人税等　          47 万円
当 期 純 利 益 　　 99 万 円
　　計　    　  1,593 万円 　　計　     　 1,593 万円

【損益計算書】
営業費用  3 億 5,834 万円 営業収益  　4 億 40 万円
営業外費用  　4,541 万円 営業外収益   7,840 万円
当年度純利益  7,505 万円
　　計　   4 億 7,880 万円 　　計    4 億 7,880 万円

【貸借対照表】
流動資産 　 　 2,553 万円 流動負債　　　   372 万円
固定資産   1 億 4,551 万円 固定負債　     1,765 万円

資本金　　　   8,000 万円
利益剰余金 　  6,967 万円

　　計　   1 億 7,104 万円 　　計　   1 億 7,104 万円

【貸借対照表】
固定資産  65 億 3,107 万円 固定負債 17 億 3,150 万円
流動資産     5 億 1,440 万円 流動負債  1 億 7,371 万円

繰延収益 27 億 9,835 万円
資本金   23 億 4,191 万円

　　計　70 億 4,547 万円 　　計　70 億 4,547 万円

※市債・基金ともに人口は 30,227 人（平成 28
　年 3 月末現在）で算出国・地方公共団体と、民間事業者との共同出資により設立された法人

民間企業と同じように事業で得る収益で運営する独立採算型の会計

特定の事業や特定の収入で行う事業で、一般会計とは区別して経理を行う会計

健全化判断比率はどの指標とも早期健全化基準以下で、健全な財政状況です

140 億
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（円）

（年度）

市債（借入金）残高の状況

　土地開発公社解散に伴う保証債務の履行や小
浜美郷小学校建設などのための市債を借り入れ
たことにより、前年度から 8 億 9,307 万円増加 。
今後もクリーンセンター施設改修事業など大規
模事業に市債を充てるため増加する見込みです。

162 億 9,290 万円

平成 27 年度末残高　162 億 9,290 万円
市民一人当たり　 　約 53 万 9,000 円
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基金（貯金）残高の状況

　27 年度は今後の大型事業に備えるため財政
調整基金に 2 億 7,024 万円積み立てました。

　健全化判断比率については、いず
れの指標とも早期健全化基準以下で
あり、健全（安全）な財政状況です。
　資金不足比率については、公営企
業会計の経営状況を示すものですが、
いずれの会計も資金不足は生じてい
ません。

特定目的基金
（使い道が決まった貯金）

3 億 3,221 万円

減債基金
（借入金返済の
　　ための貯金）

3 億 7,004 万円

財政調整基金
（使い道が決まって
　　　いない貯金）
17 億 5,949 万円

平成 27 年度末残高　24 億 6,174 万円
市民一人当たり　    約 8 万 1,000 円

第 3 セクター

企業会計 水道事業

■平成 27 年度決算報告

【健全化判断比率】
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

小浜市の比率 赤字なし 赤字なし 10.8％ 106.7％
早期健全化基準 13.53％ 18.53％ 25.0％ 350.0％

【資金不足比率】
資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計

資金不足なし 20％
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落環境整備事業特別会計
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(福)つみきハウスが空き店舗になっていた小浜
駅構内に売店をオープン（小浜駅・10 月 16 日）

２日間で 52,000人が訪れた恒例の「OBAMA食の
まつり」。食欲の秋を堪能（川崎三丁目・10 月 8 日）

青年海外協力隊の堂
どうわき

脇千
ち え

恵さんが市長を訪問。10
月から 2 年間カンボジアで活動（市庁舎・9 月 20 日）

世界一周の旅を世界各地の音楽とバレエのコラボ
で表現。約 180 人の観客を魅了（旭座・10 月 8 日）

視覚障害者福祉協会と市がローリングボール大会
を開催。市民70人8チームが参加（日吉・10月9日） 日本遺産活用推進協議会が西日本 JR バス若江線の

バス 1 台に〝鯖〟をラッピング（小浜駅・9 月 27 日）

北陸新幹線小浜・京都ルートの実現に向け、美浜以西
の住民主体で会を発足（小浜商工会議所・10 月 4 日）

今富小学校 5 年生 51 人が体験。南川大橋から雲
浜小学校までの約 1㌔を漕ぐ（小浜湾・9 月 27 日）

地域に愛される店を目指して

人気グルメに人の列

海外ボランティアに意欲

福祉の輪 地域に広がれ

アラウンド・ザ・ワールド

声を掛け合いラリーつなぐ
日本遺産・鯖街道をPR

地域の五穀豊穣を祈願

ルートと駅の実現求め気勢を上げる

シーカヤックで川から海へ

Photo フォトニュースNews

県選抜女子ラグビーフットボールチームによる競
技体験会に小学生ら 15 人が参加（鯉川・10 月 10 日）

輝け！未来の国体選手

遠敷祭で、若狭一の宮大太鼓が奉納。ふるさと茶屋
前で華麗な〝バイさばき〟を披露（池田・10 月 8 日）

ソフトバレーボールなどが 13 会場で開催され
た「ふくい健康長寿祭」（若狭高校・9 月 11 日）

スポーツに文化に 生き生き

まちの駅で初めて開催の「やさしさいっぱいまち
なか夢通り」。33 団体が出展（白鬚・10 月 16 日）
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※
11
月
11
日
㊎
は
、
ま
ち
の
駅
・
旭

　

座
で
、
14
時
か
ら
同
文
化
展
の
ス

　

ラ
イ
ド
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

同
会
の
山や

ま
も
と本
久ひ

さ
え江

　

さ
ん
☎
56
・
２
８
０
９
へ

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　11 月 12 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
　　　③ 14 時 30 分〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　11 月 26 日㊏ 11 時〜　　

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

ス
ポ
ー
ツ

　

平
成
30
年
に
、
本
市
で
開
催
さ
れ

る
国
体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」

の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
13
日
㊐
９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

小
浜
第
二
中
学
校
体
育

　

館
（
後
瀬
町
）

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
申
し
込
み　

電
話
で
同
課
ま
で　

　

市
で
は
、
真
冬
の
出
会
い
を
応
援

す
る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま

平
成
28
年
度
小
浜
市
表
彰
式

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２

若
狭
武
田
氏
館
跡

国
史
跡
追
加
記
念
企
画
展

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

山
川
登
美
子
記
念
館
企
画
展

明
治
・
平
成
の
十
代
に
ス
ポ
ッ
ト

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

映
画「
つ
む
ぐ
も
の
」上
映
会

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

小
浜
法
人
会
公
開
講
演
会

「
菊
地
流 

魅
力
的
人
生
の
ス
ス
メ
」 

小
浜
法
人
会
事
務
局
☎
52
・
１
０
４
０

　

テ
レ
ビ
の
法
律
番
組
で
お
な
じ
み

の
、
菊き

く
ち地
幸ゆ

き
お夫
弁
護
士
の
講
演
会
で

す
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㊍
16
時
〜
17
時

つ
き
イ
チ『
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
』

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

小
浜
市
郷
土
研
究
会
文
化
展

「
詩
歌
で
綴
る
小
浜
讃
歌
」

文
化
課

■
市
立
図
書
館

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験
会

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
☎
64
・
６
０
７
１

す
。
都
会
に
勤
め
て
い
る
人
や
、
結

婚
を
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
の
人
、

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
会
い
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
30
日
㊎

　

16
時
〜
女
性
受
け
付
け
（
占
い
と

　

ス
イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
）

　

17
時
30
分
〜
男
性
受
け
付
け
（
レ

　

ク
チ
ャ
ー
ほ
か
）

　

18
時
30
分
〜
パ
ー
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

▼
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ポ
ー

ト
華
双
寿
（
白
鳥
）

▼
参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女

　

性
３
０
０
０
円

▼
要
件　

市
内
出
身
、
市
内
勤
務
、

　

市
内
の
学
校
卒
業
な
ど
市
に
関
連

　

の
あ
る
人
で
、
39
歳
以
下
の
未
婚

　

の
人
。
結
婚
歴
不
問

▼
申
し
込
み　

12
月
９
日
㊎
ま
で
に　

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

あ
な
た
が
見
つ
け
た

「
若
狭
路
の
宝
」
募
集商工

観
光
課

▼
投
稿
内
容　

投
稿
１
件
に
つ
き
原

　

則
画
像
１
枚
、
場
所
が
特
定
で
き

　

る
画
像
の
説
明
文
、ハ
ン
ド
ル
名
、

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
性
別
、

　

年
齢
、
職
業

▼
問
い
合
わ
せ　

若
杉
末
広
亭
（
大

　

手
町
）
☎
53
・
０
２
０
２
へ　
　

地
産
地
消
の
店
・
食
の
達

人
・
食
の
語
り
部
を
募
集

食
の
ま
ち
づ
く
り
課
☎
53
・
１
０
０
０

▼
対
象

　
【
地
産
地
消
を
す
す
め
る
店
】

　
　

市
内
を
は
じ
め
若
狭
地
域
で
生

　

産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
、
そ
の
加

　

工
品
を
積
極
的
に
取
り
扱
う
食
料

　

品
店
、
飲
食
店

　
【
食
の
達
人
・
食
の
語
り
部
】

県
立
文
化
施
設
行
き

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

県
文
化
振
興
課
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
２

　

県
で
は
、
嶺
南
地
域
の
各
市
町
を

経
由
す
る
県
立
文
化
施
設
行
き
の
無

料
送
迎
バ
ス
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ア
ー

ト
号
」
を
運
行
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日
㊏

▼
内
容
・
行
き
先　

城
下
町
福
井
の

　

町
と
人（
歴
史
博
物
館
）、ラ
ン
ス

　

美
術
館
展
（
美
術
館
）

▼
と
き　

11
月
19
日
㊏

▼
内
容
・
行
き
先　

ラ
ン
ス
美
術
館

　

展（
美
術
館
）、
将
棋
の
歴
史
を
語

　

る
「
朝
倉
駒
」（
一
乗
谷
朝
倉
氏

　

遺
跡
資
料
館
）

▼
と
き　

12
月
11
日
㊐

▼
内
容
・
行
き
先　

ラ
ン
ス
美
術
館

　

展（
美
術
館
）、中
野
重
治
展
（
仮
）

　
（
ふ
る
さ
と
文
学
館
）

▼
乗
降
地　

県
立
若
狭
歴
史
博
物
館

　
（
遠
敷
二
丁
目
）

▼
定
員　

各
回
先
着
45
人

▼
申
込
方
法　

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、

　

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
バ
ス
乗
車
日
・

　

乗
降
地
を
記
入
し
て
、
申
込
先
へ

▼
申
込
先　

〒
９
１
０
｜
８
５
８
０

　

福
井
市
大
手
三
丁
目
17
の
１　

福 

　

井
県
観
光
営
業
部
文
化
振
興
課

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６
・
20
・
０
６
６
１

　

メ
ー
ル bunshin@

pref.fukui.lg.jp

▼
と
き　

11
月
15
日
㊋
、
19
日
㊏
、

　

21
日
㊊　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

ダ
イ
コ
ン
と
ブ
タ
の
あ
っ

　

さ
り
角
煮
、
あ
ぶ
ら
げ
飯
、
大
豆

　

だ
し
の
け
ん
ち
ん
汁
、
サ
ツ
マ
イ

　

モ
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

７
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

真
冬
の
出
会
い
、応
援
し
ま
す

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

季
節
の
調
理
体
験（
11
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

国の教育ローン
　高校、大学などの進学にかか
る費用を対象とした日本政策
金融公庫の融資制度です。
融資額：１人につき 350 万円　
金利：年 1.9％
返済期間：15 年以内

〈問い合わせ〉
教育ローンコールセンター

0570・008656

17 歳の山川登美子

二條院讃岐の歌碑

くらしの情 報

Obama City Information 市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします



▼
対
象　

１
〜
６
年
生

▼
募
集
人
員　

各
ク
ラ
ブ
２
〜
10
人

▼
料
金　

３
千
円

▼
申
込
期
限　

11
月
18
日
㊎

▼
申
し
込
み　

電
話
で
同
課
へ

広報おばま　平成 28. 11 ⓬⓭ 広報おばま　平成 28. 11

　

食
生
活
改
善
推
進
員
が
作
る
小
浜

の
伝
承
料
理
を
味
わ
う
会
で
す
。

▼
と
き　

12
月
４
日
㊐
11
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

J
Ａ
若
狭
本
店
（
遠
敷
）

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

11
月
４
日
㊎
か
ら
健　
　

　

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
を

　

販
売
。
一
人
２
枚
ま
で
。
売
り
切

　

れ
次
第
終
了
。
同
日
10
時
か
ら
電

　

話
予
約
も
可
能
。
※
参
加
費
な
ど

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

　

最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
７
５
４
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
福
井
労
働
局
労
働
基

　

準
部
賃
金
室
☎
０
７
７
６
・
22
・

　

２
６
９
１
ま
で

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
10
日
㊍・遠
敷
公
民
館（
市
場
）

　

11
月
17
日
㊍
・
宮
川
公
民
館（
加
茂
）

▼
時
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象　

入
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
料
金　

無
料

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
の
「
が
ん

相
談
」、
交
流
の
た
め
の
「
が
ん
サ

ロ
ン
」
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
㊎

　
【
が
ん
相
談
】

　

時
間　

10
時
〜
12
時

　

内
容　

日
ご
ろ
の
悩
み
や
不
安
の

　
　

相
談

　
【
が
ん
サ
ロ
ン
】

　

県
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
子

ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ

温
か
い
愛
情
を
持
っ
て
一
緒
に
生
活

し
て
く
だ
さ
る
「
里
親
さ
ん
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。「
里
親
制
度
説
明

会
」
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
５
日
㊊
18
時
30
分
〜

　

20
時

▼
と
こ
ろ　

パ
レ
ア
若
狭
（
若
狭
町
）

　

弁
護
士
が
、多
重
債
務
な
ど
に
関

す
る
法
律
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
２
日
㊎
17
時
〜
19
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
生
活
安
全
課
内
小

　

浜
市
消
費
生
活
相
談
室（
大
手
町
）

▼
対
象　

多
重
債
務
、
家
計
な
ど
に

　

困
っ
て
い
る
人

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

福
井
県
最
低
賃
金
の
改
定

商
工
観
光
課

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
訓
練

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
６

　

緊
急
地
震
速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル

情
報
な
ど
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス

テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の
全
国
一
斉

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
は
２
回

行
い
、
当
日
は
、
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
や
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
最

大
音
量
で
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

①
11
月
４
日
㊎
10
時
ご
ろ

　

②
11
月
29
日
㊋
11
時
ご
ろ

税
を
考
え
る
週
間

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
５

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の
「
税

を
考
え
る
週
間
」
行
事
と
し
て
、
小

浜
地
区
税
務
協
議
会
が
税
金
展
を
、

北
陸
税
理
士
会
小
浜
支
部
が
無
料
税

務
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
税
金
展
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
16
日
㊌
〜

　

18
日
㊎
・
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大

　

手
町
）　

19
日
㊏
〜
23
日
㊌
㊗
・
文

　

化
会
館
（
大
手
町
）

【
無
料
税
務
相
談
】

▼
と
き　

11
月
17
日
㊍
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
（
大

　

手
町
）

お
金
の
無
料
相
談
会

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・
１
１
４
０

健
康
・
福
祉

▼
と
き　

11
月
16
日
㊌
、
21
日
㊊
、

　

12
月
２
日
㊎
、
７
日
㊌

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
南
川
町
）
※
11
月
16
日
の
み
サ

　

ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜
（
遠
敷
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、
が
ん　

　

検
診（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・

　

前
立
腺
）、Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

健
や
か
ふ
る
さ
と
料
理
の
会

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

が
ん
相
談
・
が
ん
サ
ロ
ン

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

冬
休
み
会
員
募
集

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

市
で
は
、
冬
休
み
中
の
児
童
ク
ラ

ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間　

小
学
校
冬
季
休
暇
中
（
12

　

月
26
日
㊊
〜
28
日
㊌
、
１
月
４
日

　

㊌
〜
６
日
㊎

▼
募
集
ク
ラ
ブ　

宮
川
・
内
外
海
・

　

口
名
田
・
松
永
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

　

※
右
記
以
外
は
定
員
に
達
し
て
い

　
　

る
た
め
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん

　

※
受
け
入
れ
人
数
に
限
り
が
あ
り

　
　

全
員
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い　

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ（
子
育
て
教
室
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
未
来
課

▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
里
親

　

の
体
験
談

▼
対
象　

里
親
に
興
味
の
あ
る
人
な

　

ら
ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

無
料

　

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
で

　
　

き
る
だ
け
事
前
申
し
込
み
を

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
嶺
南
振
興
局
敦
賀
児
童
相
談
所

　

☎
０
７
７
０
・
22
・
０
８
５
８

副議長の就任
　10 月 5 日の平成 28
年第 3 回定例会で、今
井伸治議員が、第 56
代小浜市議会副議長に
就任しました。

今
い ま い

井 伸
し ん じ

治 氏・2 期目
（63 歳・湯岡）

　

市
で
は
、
一
夫
婦
あ
た
り
年
度
内

１
回
30
万
円
を
限
度
に
、
不
妊
治
療

費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
申
請

を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
12
月

22
日
㊍
ま
で
に
一
度
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
県
の
助
成
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
詳

　

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

不
妊
治
療
費
を
助
成

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

生
活
習
慣
病
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

ス
検
査
、
骨
検
診

　

※
12
月
２
日
は
胃
が
ん
検
診
な

　
　

し
。
12
月
７
日
は
子
宮
頸
・
乳

　
　

が
ん
検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
７
日
前
ま
で

※
特
定
健
診
は
、
加
入
の
健
康
保
険

　

者
が
発
行
し
た
受
診
券
が
必
要　
　

堆
肥
の
無
償
提
供

環
境
衛
生
課

　

国
土
交
通
省
で
は
、
北
川
堤
防
の

刈
草
で
作
っ
た
堆
肥
を
無
償
提
供

（
１
人
10
袋
ま
で
）
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
６
日
㊐
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

か
み
な
か
農
楽
舎　

収

　

穫
祭
会
場
内
（
若
狭
町
安
賀
里
）

※
堆
肥
を
入
れ
る
袋
・
ス
コ
ッ
プ
は

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
堆
肥
の
袋
詰
め
、
積
み
込
み
、
運

　

搬
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
堆
肥
に
は
一
定
の
臭
気
が
あ
り
ま

　

す
。
返
却
は
で
き
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
福
井

　

河
川
国
道
事
務
所
☎
56
・
１
７
６
４

　

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

内
容　

仲
間
と
お
茶
を
飲
み
な
が

　
　

ら
気
軽
に
話
が
で
き
ま
す
。ハ
ン

　
　

ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
も
実
施
し

　
　

ま
す

▼
と
こ
ろ　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小

　

浜
病
院
（
大
手
町
）

▼
対
象　

が
ん
患
者
、
が
ん
患
者
の

　

家
族
、
が
ん
に
関
心
の
あ
る
人

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
県
看
護
協
会

　

☎
０
７
７
６
・
54
・
８
６
２
０
へ　

11月は児童虐待防止推進月間です
もしかして虐待？と思ったら、

ためらわず連絡を

児童相談所全国共通ダイヤル
189（イチハヤク）

県児童相談 24 時間ダイヤル
0776・24・3654

市子ども未来課相談ダイヤル
64・6072

11 月 14 日㊊〜 20 日㊐
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
0570・070・810（ゼロナナゼロのハートライン）

受付時間　8 時 30 分〜 19 時 (19 日㊏・ 20 日㊐は 10 時〜 17 時）
※法務局職員または人権擁護委員が相談に応じます

DVで悩んでいる人は相談を！
市 DV 相談専用電話 　 53・1755（火〜金の 9 時〜 17 時）
若狭健康福祉センター  52・1300（月・木・金の 9 時〜 17 時 15 分）

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ふたを取って、水洗い
してください。
耐熱ガラス・乳白色ガ
ラス・陶磁器の製品、ガ
ラス食器、薬品・化粧品
のびんは埋め立てごみ
として出してください。

缶詰や化粧品などは、
中身を取り除いた後、
水洗いしてください。

※ごみの分別や処分先が分からないときは、「ごみの分け方ルールブック」を参考にするか、
　環境衛生課に問い合わせください

不燃ごみの出し方　今一度ルールの確認を！
【中身の入った容器】

■小浜ライオンズクラブ公開例会／
　コメディー・クラウン・サーカス
　▶とき　11 月 3 日㊍㊗ 13 時
　※要整理券　▶問い合わせ　同ク
　ラブ事務局☎ 53・1514
■小浜市謡曲仕舞大会
　▶とき　11 月 5 日㊏ 13 時　※無料
　▶問い合わせ　文化会館☎ 53・9700
■第 8回豊扇華おさらい会
　▶とき　11 月 9 日㊌ 13 時 30 分
　※無料　▶問い合わせ　文化会館
　☎ 53・9700
■「詩歌で綴る小浜讃歌」スライド上
　映会
　▶とき　11 月 11 日㊎ 14 時　※無
　料　▶問い合わせ　小浜市郷土研
　究会・山

や ま も と

本文
ふ み え

江さん☎ 56・2809
■旭座狂言会
　▶とき　11 月 13 日㊐ 14 時
　▶出演　茂

し げ や ま

山千
せ ん ご ろ う

五郎家　▶料金
　1,000 円　▶問い合わせ　文化会

【ガラスびん】

【スプレー缶】

【市では取り扱わないごみ】

【電池は有害ごみへ】

【農業用資材】

スプレー缶、カセット
ボンベなどは、中身を
使い切り、必ず穴を開
けてから出してくだ
さい。穴を開けると
きは、火の気がない、
風通しのよい屋外で
作業してください。

※主なもの
・テレビ、エアコン、
　冷蔵庫、洗濯機、パ
　ソコン
・石こうボード
・自動車やバイクの部
　品類
・農業、漁業、そのほか
　の事業活動から発生
　する不燃ごみ（ただし、
　市の承認を受けた資源
　ごみは受け入れ可能）

玩具や時計などに入っ
ている乾電池やボタン
電池は、必ず取り外し
て、有害ごみとして出
してください。

あぜシート、肥料袋、プ
ラスチック製の苗箱、
農薬など、農作業で出
るごみは、市の施設で
は処理できません。
ＪＡ若狭（☎ 56・5000）
で年に１度回収して
いますので、問い合
わせてください。

まちの駅「旭座」イベント情報
※ 11月予定の主なものをお知らせします

　館☎ 53・9700
■旭座落語会
　▶とき　11 月 16 日㊌ 14 時
　▶出演　桂

かつら

福
ふ く ま る

丸、笑
しょうふくてい

福亭呂
ろ こ う

好
　▶料金　2,000 円　▶問い合わせ　
　まちの駅☎ 52・2000
■旭座ちりとて寄席
　▶とき　11 月 20 日㊐ 14 時
　▶出演　林

は や し や

家染
そ め じ

二、桂
かつら

慶
け い じ ろ う

治朗
　▶料金　2,000 円　▶問い合わせ　
　ちりとて落語の会☎ 53・0878　
■旭座上方落語会
　▶とき　11 月 27 日㊐ 14 時
　▶出演　桂

かつら

きん枝
し

、笑
しょうふくてい

福亭鶴
つ る じ

二ほ
　か　▶料金　2,000 円　▶問い合
　わせ　まちの駅☎ 52・2000
■第 24回やよい会おさらい会
　▶とき　11 月 30 日㊌ 13 時 30 分　
　※無料　▶問い合わせ　文化会
　館☎ 53・9700

■問い合わせ　　環境衛生課☎ 64・6016

Obama City Information くらしの情 報
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小
浜
の
食
の
魅
力
を
広
め
た
い

　

商
工
会
議
所
青
年
部
で
副
会
長
を
務
め

る
米
村
さ
ん
。
市
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

『
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
食
の
ま
つ
り
』
の
委
員
長
に

平
成
26
年
か
ら
就
任
。
今
年
も
10
月
８
日
、

９
日
の
２
日
間
で
５
万
２
０
０
０
人
を
集

客
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
導
き
ま
し
た
。

　
「
市
民
と
市
で
作
る
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
、若
い
自
分
を
支
え
て

く
れ
ま
す
」と
、話
す
米
村
さ
ん
。「
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
毎
年
お
客
様
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
初
め
て
設
置
し
た
子
ど
も
の
遊
び

場
も
親
子
連
れ
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
「
地
域
の
Ｐ

Ｒ
」。
生
ま
れ
育
っ
た
小
浜
を
離
れ
た
大
学

時
代
、地
元
の
食
べ
物
の
お
い
し
さ
に
気
づ

き
、食
の
魅
力
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
と
ル
ー
ツ
を
話
し
ま
す
。

　
「
食
の
ま
つ
り
は
県
外
か
ら
多
く
の
お
客

様
が
来
る
絶
好
の
機
会
。
ご
当
地
グ
ル
メ

や
地
魚
、
地
酒
、
若
狭
塗
箸
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
を
作
り
、小
浜
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
」

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
交
流
が

財
産
と
い
う
米
村
さ
ん
。「
地
域
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
人
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

女子卓球部　キャプテン

互
い
の
才
能
を
高
め
合
え
る
部
活
に

気
持
ち
を
伝
え
て
引
っ
張
り
た
い

芸術部　部長OBAMA食のまつり推進委員会　委員長

（小浜中学校 2 年生）

（小浜第二中学校 2 年生）（40 歳・小松原川西）

　

小
浜
中
学
校
女
子
卓
球
部
の
大
石
さ
ん
。

こ
の
夏
に
自
ら
立
候
補
し
て
キ
ャ
プ
テ
ン
に

就
任
。部
員
16
人
と
練
習
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　
「
３
年
生
の
先
輩
が
背
中
を
押
し
て
く
れ

た
の
で
立
候
補
し
ま
し
た
。
率
先
し
て
み

ん
な
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

　

１
年
生
の
と
き
の
部
活
見
学
を
き
っ
か

け
に
卓
球
を
始
め
た
大
石
さ
ん
。
最
初
は
試

合
中
の
自
分
へ
の
声
か
け
が
う
ま
く
で
き

な
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。「
今
は
、
応
援
し

て
く
れ
る
仲
間
の
声
を
受
け
て
、
自
分
で
も

〝
ド
ン
マ
イ
〟〝
集
中
〟
と
声
を
出
す
こ
と
で
、

強
気
に
な
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

10
月
の
新
人
戦
で
は
地
区
大
会
団
体
２

位
と
、
惜
し
く
も
県
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し

た
。
自
身
も
ダ
ブ
ル
ス
で
出
場
し
ま
し
た

が
、「
ペ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

足
り
な
か
っ
た
」
と
反
省
。
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
、
冬
の
大
会
で
は
１
位
を
目
指
し
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
人
は
自
分
の
母
親
。
い
つ
も

支
え
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
る
と
と
も
に
、「
お
母
さ
ん
は
自
分
の

考
え
を
ち
ゃ
ん
と
言
葉
に
出
せ
る
人
。
わ
た

し
も
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
み
ん
な
に
気
持

ち
を
伝
え
て
、
引
っ
張
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
」
と
、力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
お お い し

石 桜
さ く ら こ

子 さ
ん

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

「
チ
ラ
シ
の
裏
に
よ
く
絵
を
描
い
て
遊
ん
で

い
ま
し
た
。今
は
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
描
い
て
い
ま
す
。授
業
中
に
新
し
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
思
い
つ
く
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
」
と
ほ
ほ
笑
む
、
部
長
の
原
禰
さ
ん
。

　

部
活
は
男
女
合
わ
せ
て
８
人
の
部
員
が

美
術
室
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
で
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

２
学
期
明
け
に
、
顧
問
の
先
生
の
発
案

で
、
初
め
て
小
浜
中
学
校
芸
術
部
と
の
共

同
制
作
を
行
い
ま
し
た
。「
部
員
同
士
の
交

流
も
で
き
、
刺
激
も
受
け
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
部
活
の
新
た
な
魅
力
に
気

付
き
ま
し
た
」
と
、
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
部
で
は
、
11
月
開
催
の
恒
例
行

事
『
ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
ク
』
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
に
使
う
ス
タ
ン
プ
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
部
員
の
個
性
を
生
か
し

て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
一
緒
に
作
品

を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
互
い
の
技
術
や

才
能
を
高
め
合
え
る
部
活
に
し
た
い
で
す
」

と
、
抱
負
を
語
り
ま
す
。

　

絵
描
き
ノ
ー
ト
を
常
に
持
ち
歩
き
、「
将

来
は
、絵
を
描
く
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
ん

で
す
」
と
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

米
よ ね む ら

村 幸
ゆ き ま さ

眞 さ
ん 原

は ら ね

禰 文
ふ み か

香 さ
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

目
標
は〝
何
で
も
で
き
る
事
務
員
〟

（23 歳・島）

　

自
動
車
販
売
店
の
フ
ロ
ン
ト
で
お
客
様

に
は
つ
ら
つ
と
対
応
す
る
上
嶋
茜
さ
ん
。

　
「
入
社
１
年
目
は
、
電
話
を
受
け
て
も
、

内
容
が
わ
か
ら
ず
、
お
客
様
に
も
聞
け
ず
、

苦
労
の
連
続
で
し
た
。で
も
、先
輩
に
一
つ

一
つ
教
え
て
も
ら
い
、３
年
目
く
ら
い
か
ら

自
信
も
つ
い
て
、
よ
う
や
く
一
人
前
に
な

れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

性
格
は
負
け
ず
嫌
い
。車
の
構
造
か
ら
仕

様
ま
で
、理
解
す
る
た
め
の
ノ
ー
ト
を
作
っ

て
勉
強
し
た
と
か
。そ
の
か
い
あ
っ
て
、「
車

の
調
子
を
尋
ね
る
の
も
的
確
に
聞
き
取
り

整
備
担
当
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
、お
客
様
や
社
内
の
信

頼
も
厚
い
よ
う
で
す
。目
標
は
、「
フ
ロ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、整
備
関
係
や
営
業
ま
で〝
何
で

も
で
き
る
事
務
員
〟で
す
」と
、意
欲
的
で
す
。

　

そ
ん
な
上
嶋
さ
ん
の
〝
元
気
の
素
〟
は
、

小
学
生
の
と
き
母
親
と
参
加
し
て
か
ら

ず
っ
と
続
け
て
い
る
よ
さ
こ
い
。「
よ
さ
こ

い
の
リ
ズ
ム
で
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
感
じ
。

体
が
自
然
に
弾
け
る
ん
で
す
。
観
て
く
れ

る
人
の
笑
顔
で
何
も
か
も
吹
き
飛
び
ま
す
」

と
、
笑
い
ま
す
。
大
好
き
な
よ
さ
こ
い
も

仕
事
も
「
継
続
は
力
な
り
」
と
話
し
、
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 上

う え じ ま

嶋 茜
あかね

さ
ん

勤務先　日産プリンス福井販売㈱小浜店
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　　康長寿のススメ

【問い合わせ】

商工観光課☎内線 220

【アクセス】

市内各所

JR 小浜駅から車で各 10 分程

舞鶴若狭自動車道小浜 IC から車で各 10 分程

（文と写真 : 地域おこし協力隊 アイザワ）

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
まち歩きの楽しみ方～こま犬めぐり編～

●次回のテーマ
　知って得する がん検診②
　「胃がん」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 13回

障
が
い
児
の
可
能
性 

引
き
出
し
た
い

　
平
成
７
年
に
、
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
親
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
『
い
さ
ざ
の

会
』。「
当
初
は
、
障
が
い
児
を
取
り
巻
く
制

度
や
医
療
、
教
育
な
ど
の
勉
強
が
目
的
で

し
た
」
と
、
大
竹
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
は
、
地
元
文
化
人
の
力

を
借
り
て
、
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
書
道
や
陶
芸
、
絵
画
の
創
作
の
場
づ

く
り
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
成
長
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
引
き
出
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
創
作
活
動
を
し
て
い
る
と
、
み
ん

な
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
な
る
ん
で
す
」

　
作
品
は
、
は
ま
か
ぜ
通
り
商
店
街
を
は

じ
め
、
市
内
外
に
展
示
。「
社
会
と
つ
な
が

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
積
極
性
が
増

し
、
誇
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」
と
、手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
多
く

の
人
の
支
え
が
あ
る
と
い
う
大
竹
さ
ん
。

「
小
浜
の
人
や
地
域
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
さ
ざ
の
会
の
活
動
に
参
加
し
た
い

人
は
、
小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
56
・

５
８
０
０
ま
で
。
見
学
や
悩
み
相
談
も
可
。

　小浜のまちなか散策というと、古いまちなみを歩
くことが多いです。今回はちょっと目線を変えて神
社のこま犬を巡るまちなか散策をお伝えします。
　一つの神社にたくさんのこま犬が鎮座している八

は ち

幡
ま ん

神社 ( 地図① ) や、長年の時を経て味わい深い表
情になった蛭

え び す

子神社 ( 八幡神社から徒歩 1 分 ) のこ
ま犬、目力の強い厳

いつくしま

島神社 ( 地図② ) のこま犬も味
があります。ほかにも、足元に子こま犬が座ってい
るもの、形がとがったもの、毛の柔らかさが伝わり
そうなもの、スタイリッシュな立ち方のお稲荷さん
まで、その魅力はさまざまです。
　今回はまちなかや市内のこま犬写真を集めてみま
した。ぜひ、こんなまち歩きも試してみてください !

自
分
な
り
の
作
風
を
築
き
た
い

音
お と な し が わ

無川短歌会 代表

（68 歳・池田）

山
や ま も と

本 保
や す こ

子 さ
ん

　

平
成
15
年
に
10
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
音

無
川
短
歌
会
で
代
表
を
務
め
る
山
本
さ
ん
。

　

現
在
は
、
会
員
が
５
人
と
な
り
ま
し
た

が
、
自
宅
を
会
場
に
、
月
１
回
、
会
員
が

集
ま
り
、
短
歌
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

　
「
亡
く
な
っ
た
主
人
が
、〝
家
に
人
が
集

ま
り
使
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
〟と
い

つ
も
言
っ
て
い
た
の
で
、
一
回
で
も
長
く

元
気
で
続
け
た
い
で
す
」
と
、
話
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
に
も
な
る
と
思
っ
て
始

め
た
短
歌
。今
で
は
そ
の
魅
力
に
は
ま
り
、

「
字
が
書
け
て
、絵
が
描
け
て
、短
歌
が
詠
め

た
ら
最
高
」と
、短
歌
の
ほ
か
、俳
句
や
絵
手

紙
、書
道
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
短
歌
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い

を
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
何
よ
り
も
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う
で
す
。

　

日
頃
か
ら
メ
モ
を
取
る
ノ
ー
ト
を
携
え
、

言
葉
を〝
練
る
〟の
が
楽
し
い
と
い
う
山
本

さ
ん
。
尊
敬
す
る
短
歌
の
先
輩
か
ら
「
ど

ん
な
い
い
歌
を
詠
ん
で
も
、
人
格
、
風
格
、

品
格
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
だ
め
よ
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
る
と
か
。

　
「
さ
す
が
は
あ
の
人
の
歌
や
な
あ
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
作
風
を
築
き
た
い
で
す
」
と
、

心
を
穏
や
か
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
、
約
60
兆
個
の
細

胞
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、

毎
日
約
１
％
が
死
滅
す
る
の
で
、
遺

伝
子
を
コ
ピ
ー
し
て
細
胞
分
裂
で
補

い
ま
す
。毎
日
、数
千
億
個
の
コ
ピ
ー

を
繰
り
返
す
う
ち
に
、コ
ピ
ー
ミ
ス
が

起
こ
り
、突
然
変
異
を
起
こ
し
た
細

胞
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
の
多
く
は
死

滅
し
ま
す
が
、時
に
、と
め
ど
も
な
く

細
胞
分
裂
を
繰
り
返
す「
死
な
な
い

細
胞
」が「
が
ん
細
胞
」と
な
り
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
は
、
健
康
な
人
で
も
１

日
に
５
０
０
０
個
程
度
生
ま
れ
ま
す

が
、
免
疫
細
胞
が
、
こ
の
細
胞
を
発

見
し
、
攻
撃
し
て
死
滅
さ
せ
ま
す
。

し
か
し
、
免
疫
細
胞
の
監
視
を
逃
れ

生
き
残
っ
た
が
ん
細
胞
は
、や
が
て
、

「
が
ん
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

１
つ
の
が
ん
細
胞
が
、
検
査
で
分

か
る
１
㌢
ほ
ど
の
大
き
さ
の
「
早
期

が
ん
」
に
な
る
に
は
、
多
く
は
10
〜

20
年
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

後
は
た
っ
た
１
～
２
年
で
２
㌢
を
超

え
る
「
進
行
が
ん
」
に
な
り
ま
す
。

　

９
割
が
完
治
す
る
と
言
わ
れ
る

「
早
期
が
ん
」に
は
、症
状
が
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

が
ん
の
発
生
と

が
ん
検
診

いさざの会　代表

（61 歳・一番町）

大
お お た け

竹 臣
し ん や

哉 さん

部位 検査方法 受診年齢 検診間隔

胃 胃バリウム検査
胃カメラ検査 50 歳から（注）2 年に１回

（注）

肺
胸部 X 線検査
喀
かくたん

痰細胞診検査
40 歳から（注）毎年

大腸 便潜血検査 2 日間法 40 歳から（注）毎年
子宮頸部 子宮頸部細胞診検査 20 歳から 2 年に 1 回

乳 マンモグラフィー検査 40 歳から 2 年に 1 回

推奨されるがん検診

①八幡神社、蛭子神社

③市蛭子神社

六月祓神社④

厳島神社②

⑤小浜神社

える　 カラチ支

ート＆　 ルチャーカア健 知って得するがん検診①

※がんはどこにでも発生する可能性がありますが、臓器の性質によって増殖速度が異な
　るため、部位によって検診間隔の推奨期間が異なります。上記以外の部位のがんにつ
　いては、現在のところ確立された早期発見の方法がありません。しかし、さまざまな
　検査方法が開発されつつあります。

早期がん
発見できるチャンスは
たった１、２年

（注）平成 29 年度からの受診年齢、検診間隔となります。
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●広報アンケートの結果を基に、紙
面のリニューアルを行いました▶情
報の充実やレイアウトの変更、新
コーナーも始まりました▶「目的に
到達したと思ってはいけない。いつ
もどこかに向かう課程だと思おう」
は、本年度ノーベル文学賞を受賞し
た米歌手のボブ・ディランの名言▶
読みやすさはもちろん、読者の皆さ
んの心に触れる広報紙を目指して、
これからも頑張っていきます（松）

●気温も下がり、１日１日と秋の深
まりを感じる季節となりました▶恒
例の食のまつりは、パッとしない天
候も何のその。会場の飲食スペース
は満席となり、七輪焼きコーナーの
しょうゆ干しの匂いが人々の食欲を
そそりました▶市外からの来場者が
半数以上を占め、リピーターも多
かったとか▶月末の土日には、鯖サ
ミットが開かれます▶食のイベント
真っ盛りで胃に休養が必要です（橋）

人の動き（10月1日現在） 

・人口 30,135 人
　（前月比 -27 人）
　（前年同月比 -254 人）
　男性 14,694 人
　女性 15,441 人
　世帯数 11,909 世帯

・異動   転入 45 人
　　　  転出 61 人
　　　  出生 18 人　　
　　　  死亡 29 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※   1 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

法律相談（消費生活トラブル）※ 10 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 10 日㊍、22 日㊋ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

行政相談 15 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 401 会議室 市民協働課☎ 64・6009

結婚相談 17 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

高齢者専門相談（法律）※ 17 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

■子育て情報

心配ごと相談
とき：9 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談

身体障がい者相談
とき：18 日㊎　
　　　13 時〜14 時
ところ：公立小浜病院
　　　問高齢・障がい者元気
　　　支援課☎ 64・6012
身体障害者手帳の交付・更新、補装
具の交付などの相談に応じます

全園すくすく広場※
とき：8 日㊋　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：市内各公立保育園
市内の公立保育園を開放
しています。親子あそび
の場を提供します
※浜っ子こども園は対象外

精神保健相談※
とき：22 日㊋、29 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます

家庭教育相談
とき：19 日㊏
　　　14 時〜17 時
ところ：中央公民館
　　　問同☎ 53・1336
青少年との親子関係や家
庭における悩みなどの相
談に応じます

カフェ・ぽ〜れ
とき：10 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　090・5686・4147
認知症など高齢者の相談
窓口です ※参加費 100 円

スクスク元気っ子教室
とき：15 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

子育てワイワイ広場
とき：14 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：14 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口

1階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年末年始を
除く）、市役所 1 階の窓口（市
民福祉課、高齢・障がい者元気
支援課、子ども未来課、税務課、
環境衛生課、会計課）では、執
務時間を 18 時 30 分まで延長し
ています。

税の納付窓口

休日納付窓口
27 日㊐： 9 時〜17 時

夜間納付窓口
30 日㊌：20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

■今月の休館日

市立図書館
1 日㊋・3 日㊍㊗・8 日㊋・15 日㊋・
20 日㊐・22 日㊋・23 日㊌㊗・
29 日㊋・30 日㊌

若狭図書学習センター
4 日㊎・7 日㊊・14 日㊊・21 日㊊・
24 日㊍・28 日㊊

市民サービスコーナー
3 日㊍㊗・20 日㊐・23 日㊌㊗

温水プール
7 日㊊・14 日㊊・21日㊊・28 日㊊

特設人権相談
とき：16 日㊌　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　 問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

親子運動遊び※
とき：4 日㊎、18 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

▼仮社屋の住所等はこちらです
小浜市和久里15-22-8
☎ (0770)56-5212 ・FAX(0770)56-5215

お気軽にお問い合わせください
現在、仮社屋で営業しております

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

誕生会※
とき：30 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

のびのび広場※
とき：2 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
季節に応じた活動や運動
会など、子どもが楽しむ
親子遊びを提供します

エイズ・肝炎相談、検査
とき：7 日㊊、21 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に
関する相談や、検査を受
けることができます

3日㊍㊗：★田中病院（遠敷十丁目）
　　☎ 56・5353

6日㊐　：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

13日㊐　：★にしお内科クリニック（南川町）
　　☎ 53・2407

20日㊐　：★本馬医院（水取一丁目）
　　☎ 52・2233

23日㊌㊗：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

27日㊐　：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

■各種相談・休館日など

秋の特別割引キャンペーン
小浜自動車学校

地域に愛され、貢献できる
学校を目指しています

介護・買物・子育て・就職に
免許がなくてお困りの方を支援！

12/5迄正社員・栽培パート募集中！

〒 919-2202
福井県大飯郡高浜町安土 6-1-6

☎ (0770)50-9007 

高浜町で
おいしいトマトを
作っています

㈱福井和郷
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写真連載Life
輝く子どもたち

竹登り（やまなみ保育園・10月 11日）

公式Facebookで
地域の情報を発信中

昨日より今日、今日より明日。できなかったことが、できるようになる。
より高く、よりたくましく、よりほがらかに、より笑顔に。
土と木と太陽に囲まれて、子どもたちは未来へと登り続ける。
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